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久
保
之
取
蛇
尾

後
篇
　
解
説

天
明
四
年
秋
刊
行
の

「
久
保
之
取
蛇
尾
」
（く
ば
の
す
さ
み
）
の
巻
尾
に

「
次

巻
近
刻
」
と
あ
る
。
久
策
之
取
蛇
尾‥後
篇
は
、
そ
の
次
巻
に
相
当
す
る
も
の
と

思
は
れ
る
。
写
本
で
伝
は
つ
て
ゐ
て
、
未
刊
で
あ
る
。
原
本
は
金
沢
の
旧
四
高

図
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
を
昭
和
十
九
年
七
月
鈴
鹿
三
七
氏

が
原
稿
紙
に
謄
写
し
て
お
か
れ
た
。
そ
の
謄
写
本
を
借
り
て
、
活
字
に
附
す
る

の
で
あ
る
。
原
本
は
上
下
三
冊
の
本
で
、
上
冊
は
墨
付
三
十
四
枚
、
下
冊
は
墨

付
二
十
九
枚
だ
つ
た
と
い
ふ
。
刊
本
久
保
之
取
蛇
尾
は
考
証
的
随
筆
で
あ
る
。

そ
の
続
篇
で
あ
る
本
書
も
ま
た
考
証
的
随
筆
で
あ
る
。
著
者
は
入
江
昌
喜
。
昌

喜

（
ま
さ
よ
し
）
は
、
俗
称
榎
並
屋
半
次
郎
、
大
阪
石
灰
町
の
商
人
で
あ
る
。

昌
喜
は
名
、
号
を
長
輔
と
い
ふ
。
ま
た
晩
年
西
高
津
に
隠
棲
し
て
、
斎
を
幽
遠

窟
と
い
つ
た
。
享
保
七
年
六
月
二
十

一
日
の
生
れ
、
三
才
に
し
て
父
に
死
別
し

二
十
四
才
ま
た
兄
を
失
ふ
。
　
よ
つ
て
家
業
を
嗣
い
だ
。　
五
十
才
よ
り
隠
居
し

て
学
者
生
活
に
入
つ
た
が
、
天
明
四
年
六
十
三
才
の
時
、
養
嗣
子
昌
久
が
歿
し

た
の
で
、
再
び
家
業
を
見
て
七
十
才
に
及
ぶ
。
そ
の
後
、
再
び
幽
遠
窟
に
か
く

れ
、
著
述
生
活
に
入
り
、
寛
政
十
二
年
、
七
十
九
才
の
八
月
十
二
日
に
歿
し
た

久
保
之
取
蛇
尾
は
再
度
家
業
を
見
る
年
の
出
版
で
あ
つ
て
、
彼
の
生
涯
に
と
つ

て
は
劃
期
的
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
つ
た
。
昌
喜
は
大
阪
の
町
入
学
者
を
代
表

す
る

一
人
で
あ
る
。
友
に
江
田
世
恭
あ
り
、
小
沢
芦
庵
が
あ
る
。
昌
喜
に
は
定

ま
つ
た
師
匠
が
な
い
。
契
沖
に
傾
倒
し
て
そ
の
説
に
教
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多

か
つ
た
や
う
で
あ
る
が
い
契
沖
に
入
門
し
た
の
で
は
な
い
。
入
門
す
べ
く
時
代

が
後
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
著
述
に
は
、
幽
遠
随
筆
、
久
保
之
取
蛇
尾
、
春

雨
者
談
等
の
随
筆
的
著
作
の
ほ
か
に
、
名
自
分
類
抄
、
青
陽
唱
詰
、
竹
取
物
語

抄
の
訂
補
、
万
葉
類
葉
抄
補
闘
、
土
佐
日
記
抄
註
等
が
あ
る
。
い
づ
れ
も
語
義

考
証
に
主
点
を
置
い
た
も
の
で
、
先
人
の
著
述
を
補
訂
す
る
体
裁
の
も
の
が
多

い
。昭
和
十
九
年
五
月
、
昌
喜
の
一
族
た
る
小
寺
元
次
郎
氏
を
中
心
に
森
繁
夫
氏

ら
数
人
相
寄
つ
て
入
江
昌
喜
事
蹟
顕
彰
会
を
設
立
し
、
昌
喜
の
伝
記
を
編
纂
し

か
つ
そ
の
事
蹟
を
顕
彰
せ
ん
と
し
た
。
「
入
江
昌
喜
翁
」
と
題
す
る
小
冊
子
は
、

す
な
は
ち
そ
の
事
業
の
一
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
森
繁
夫
氏
は
鈴
鹿
三
七
氏
と

相
は
か
り
、
未
刊
の
昌
喜
の
代
表
的
著
述
た
る
久
保
之
取
蛇
尾
後
篇
を
こ
の
会

か
ら
出
版
し
よ
う
と
し
た
。
よ
つ
て
鈴
鹿
氏
は
そ
の
謄
写
本
を
作
り
、
既
に
一

部
は
文
選
を
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
戦
人
の
た
め
つ
ひ
に
出
版
の
機
を
失
し
今

日
に
至
つ
て
ゐ
る
。
森
、
鈴
鹿
の
両
氏
は
学
生
時
代
よ
り
わ
が
知
遇
を
得
て
ゐ

る
先
輩
で
あ
る
。
今
、
鈴
鹿
氏
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
草
稿
を
譲
り
受
け
、
こ

こ
に
こ
の
未
刊
書
の
翻
刻
を
企
図
し
、
両
先
輩
の
志
を
継
ぐ
次
第
で
あ
る
。
校

訂
の
こ
と
は
田
中
裕
氏
が
責
任
を
以
て
当
つ
て
く
れ
た
。
わ
た
く
し
た
ち
は
、

一
度
そ
の
原
本
を
見
た
い
と
思
つ
た
。
金
沢
大
学
の
窪
田
敏
夫
教
授
は
わ
れ
わ

れ
の
願
ひ
を
容
れ
て
特
別
に
調
査
し
て
下
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
本
の
所
在
は
今

は
不
明
で
あ
る
。
止
む
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
鈴
鹿
氏
の
謄
写
本
を
唯

一
の
頼
り

に
そ
の
ま
ま
版
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

翻
刻
に
当
り
、
鈴
鹿
、
窪
田
両
氏
を
は
じ
め
関
係
諸
氏
の
好
意
と
御
援
助
と

を
拝
謝
し
、
森
氏
の
遺
志
を
継
ぎ
得
た
こ
と
を
喜
び
、
故
人
の
霊
に
こ
の
書
を

捧
げ
る
。

（昭
和
三
十

一
年
五
月
二
十
六
日
、
小
島
吉
雄
し
る
す
）


